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　WAKAMONO達が今、何に夢中になっているのでしょうか。三本木出身の
WAKAMONO達、「今一生懸命なこと」「夢中になっていること」活動や仕事、趣味、
学び、宝ものなどを自由に書いてもらうという企画です。９月号の下沖地区出身の社会
人、高橋さんからバトンを受け取ったのは、混内山地区出身の千葉さんです。

　三本木在住の皆さんこんにちは。混内山区出身で現在東京在住の千葉恭史です。私は
高校卒業後、東京の専門学校に進学しました。そこで柔道整復師という国家資格を取得
し、現在パーソナルトレーナーとして働いています。
　今回は私の仕事についてお話ししていきたいと思います。
　皆さんパーソナルトレーナーという職業はご存知でしょうか？ パーソナルトレーナー
とは運動や栄養指導、トレーニングなどについてマンツーマン指導を行う職業です。ト
レーナーと一口に言っても、それぞれ専門や得意分野が異なります。ダイエット専門の
トレーナーもいれば健康増進が得意なトレーナーもいます。 
　私の場合は、特に健康増進が得意で、体力をつけたい方、身体に不
調をかかえている方、肩こり腰痛改善などをメインで行なっていま
す。
　現在日本人男性の平均寿命が81歳に対し、健康寿命が72歳と、約9
年間は病気や何かしらの不調を抱えて生活することになります。 
　病気や不調を感じてから、「あのとき健康に気を遣っておけばよ
かった」では遅いのです。 
　皆さんに、健康でいることがどれだけ幸せなことなのかが少しでも
伝わればいいなと思います。 
　今一度、運動や食事の重要性を考えてみてはいかがでしょうか。

　世界に認められた、大崎地域の農業遺
産を一緒に学んでみませんか。今回は、
涌谷町にある農業遺産をバスで移動しな
がら巡ります。

◆日　時　１０月１９日（水）　8：30～15：30
◆場　所　涌谷町方面（三本木公民館集合）
◆定　員　各地域７人程度
◆参加料　無料（昼食代は実費）
◆持　物　歩きやすい服装と靴、飲み物、タオル
◆申　込　１０月７日(金)まで電話で
　　　　　　　松山公民館（55-2215）へ申込

 学習センターでは10/27～11/9の「秋の読
書週間」に９つのテーマの読書ビンゴをします。
　ビンゴしたらしおりを１枚プレゼント。

　さらに、中学生以下の方が９つの
テーマすべてを読んだら、スペシャ
ルなプレゼントを差し上げます！
　１０月２４日（月）から１１月
１３日（日）までに学習センター

から借りた本が対象です。
　ビンゴカードは１０月２４日（月）からみな
さんに配布します。
　挑戦してみたい方は、学習センターにお申し
出ください。



ひ ま わ り 園

代表　村 上　　誠
携帯 080-6045-9913
〒989-6306　大崎市三本木新町二丁目2-7

屋根・外壁の塗装 雨どいの修理 など《見積無料》
地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします地元でがんばる塗装屋です　いい仕事しますので！　よろしくお願いします



児童交流センター

子育て支援センター

◆日時　10月19日（水）　10時～11時30分
◆場所　三本木児童交流センター
◆内容　「ハッピーハロウィン」
　　　　　　ハロウィン製作、紙芝居等
◆対象　就学前の子どもと保護者
★10／17（月）までに電話（☎52-2078）
　にてお申込みください。



　校庭のプラタナスの上に広がる秋晴れの高い空を鳶が弧を描いて飛んでいます。どこまでも澄んだ青空、ゆっ
くりと東に動いているひつじ雲、そして学校を取り巻く深緑の森、秋の日差しの中で、三色のコントラストが実
に鮮やかです。目線を少し下ろすと、雨上がりの校庭を子供たちが元気いっぱいに駆け抜けて行き、手前の花壇
では、この夏の忘れもののようなマリーゴールドに白や黄の
蝶がとまっています。
　日々、窓外に見えるいつもの風景ではありますが、150年
という時の流れの中で、時代と共に心に残る学校の風景も変
わってきたことでしょう。今回の歴史探索は、目に映る本校
らしさと強く関わる学校の桜木から本校の歴史の一片を見て
みたいと思います。
　上記の令和4年度学校要覧の表紙は、桜の古木の間から見
える校舎の風景です。この桜木、45度はあろうかと思えるほ
どに傾き、大きく広げた枝はすでに自立できずにつっかえ棒
で支えられています。幹の表皮はところどころ剥げ落ち、大
小様々なこぶで覆われ、根元には大きな洞もできています。
明らかな古木。しかし、今春、この老木は、大きく広げた枝
全体に見事な薄桃色の花を咲かせ、花吹雪は遊んでいる子供
たちを覆いつくしました。夏には、その大きな木陰が子供た
ちを強烈な日差しから守り、突然の雨が降り出せば、大きな
傘にもなってくれました。いつの時代も子供たちから愛され
てきた「三本のじいちゃん桜」は三本木小学校のシンボルツ
リーの一つです。
　元三本木町教育委員会教育委員長の海老主吉郎氏は「町か
ら学校に入る坂道の両側には八重桜の木が植えてあって花の
季節には満開のトンネルだった。この長い坂道を上ると御影
石の校門があり、両側には八重桜と染井吉野桜が数本あっ

三本木小学校の歴史探索　第 5回

昭和18年当時の校地見取り図（海老主吉郎氏著
「思い出すままに　思いつくままに」より）



た。どの桜もかなりの古木で直径四、五十センチもあったろうか。（中略）また東の崖っぷちにも桜があって毎
年花を咲かせていた。」と、「思い出すまま　思いつくまま」の中で、昭和18年当時の校地内の木々の様子を述べ
ています。また、この冊子には、当時の校地見取り図（前ページ下図）が添えられているのですが、そこに記さ
れた桜を現在の校地に当てはめてみると、どうやら「東の崖っぷちの桜」が前述の「三本のじいちゃん桜」では
ないかと考えられるのです。そして、この図に記されたものの中で、今も残っているのは、校門と忠魂碑、そし
て校木のプラタナスとこの三本の桜の老木ぐらいでしょう。
　「三本のじいちゃん桜」は、「東の崖っぷちの桜」として数十年間も海老主氏の記憶に残っていました。とい
うことは、当時の樹齢を加えれば、おそらく今では樹齢90年から100年にはなるのではないかと思います。長い
間、そっと静かに子供たちを見守っていてくれたのです。
　7月の朝、校庭に落ちている長さ2メートルほどの桜の枝が見つかりました。幸い子供に当たることはありませ
んでしたが、学校では緊急の点検を実施し、専門業者による目視確認も行ったのです。その結果は、「三本の桜
の老木はいつ倒木しても不思議ではなく、伐採しなければならない。」というものでした。もしかしたら、三本
のじいちゃん桜が満開の花を咲かせる姿を見ることは、もうなくなるのかもしれません。
　昭和35年12月に制定された本校の校章は、図案化された桜の花の中に三
小という文字を配したとてもシンプルなものです。桜を用いたことについて
三本木町誌には「桜花は桜の名所三本木を示し、同時に国花にあやかったも
のである。」と記述されていますが、桜の町の小学校に桜は欠かせない樹木
だったのでしょう。現在、校地内には「三本のじいちゃん桜」をはじめ、大
小30本ほどの桜の木があり、4月の花の季節には、校地全体を薄桃色に染め
て新入生を迎えています。日本人の心の花・桜は、プラタナスと共に三本木
小学校のシンボルなのです。
　私は、相田みつを氏の「花を支える枝　枝を支える幹　幹を支える根　根
は見えねんだなあ」という詩が好きです。小学生である本校の子供たちは、
将来、自分の幹を太くし、たくさんの枝を伸ばし、きれいな花を咲かせてい
くことでしょう。しかし、そんな子供たちの成長を支えていく根っこは、各
家庭であり三本木という地域であり、小学校であると思います。私たちは、三本のじいちゃん桜のように、子供
たちの人生を支える「根っこ」をしっかりと張らせるため、これからも三本木小学校ならではの教育活動に取り
組んでいきます。 （文責　高橋）

冠婚葬祭・旅行など各種貸切バス

ジャンボタクシー・福祉タクシー

三本木小学校の校章（昭和35年制定）
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【まち協委員会報告】
　三本木まちづくり協議会の委員会は、９月1５日
（木）に行いました。

【報告事項】
①コミュニティ部会の東北地方整備局からの表彰につ
いて
②さんぼんぎねっとの新ロゴについて
③トランスイート四季島お見送りについて
④公園を利用したまちづくり移動研修会について

【検討事項】
①SNSを利用したまち協情報発信について
②イベント復活創成事業申請について
③新世紀公園クリーンウォークについて
④グループセッション→中止

　新世紀公園クリーンウォークは、継続事業として
行っている新世紀公園クリーン活動の名称を変更し、
公園内のゴミ拾いを兼ねて歩きながら新世紀公園の良
さやこうだったらいいなと思うこと、物などを拾い出
して考えようというものです。

　8月23日（火）仙台河川国道事務所（仙台市）にて
国土交通省が道路の役割や大切さを改めて知ってもら
おうと進めている「道路ふれあい月間」（8月）に合せ
て、国道沿いの清掃や植栽に長年取り組んでいる県内6
団体が東北地方整備局長表彰を受けました。

　大崎地方からは、三本木まちづくり協議会コミュニ
ティ部会と石の梅親交会（鳴子温泉）の2団体が表彰さ
れ東北地方整備局の山本巧局長から賞状を受けまし
た。

　コミュニティ部会は令和4年度現在、8団体と個人会
員15名で活動し、まち協内の部会の中でも積極的、継
続的な事業を行っています。大崎市合併後から「三本
木地域を四季折々の花でいっぱいにしよう！」を
キャッチフレーズに、国道4号「三本木花ごよみ」花壇
や、桑折ハウス、県道沿いなどへ草花を植栽し水やり
や花がら摘み、除草などの管理作業を随時行っている
他、三本木地域の行政区への花苗の配布や、三本木放
課後児童クラブの子供たちと共に植栽活動を行うなど
世代間交流活動も意欲的に取り組んでいる団体です。

　三本木まちづくり協議会「すいせん植え隊」face 
Bookなどで随時活動状況をや事業、活動予定などを更
新していますのでご覧ください。

　広報さんぼんぎねっとの発行から昨年15周年を
迎えたことを期に新しいロゴデザインを募集し、6
月16日（木）のまち協委員会にて委員の投票によ
り鉄炮町行政区の鈴木　唯さんの作品を採用するこ
とになりました。9月9日（金）三本木総合支所第
一会議室にて、三本木まちづくり協議会の本田会長
からお礼のクオカードが進呈されました。
　新しいロゴは、来年2月発行の新年合併号からお
目見えしますのでお楽しみに。

10月2日（日）AM9：00～10：00
（予定）

◆集合場所：三本木パークゴルフ場
　　　　　　　ふわふわドーム側駐車場
◆活動内容：公園を歩きながら
　　　　　　「こうだったらいいな」探しと
　　　　　　　ゴミ拾い
◆一般参加自由：
活動内容にご興味のある方は、当日ふらっと
来てみませんか。
準備するものは特にありません。
軍手とゴミ袋はこちらで準備します。
住民の皆さんの「こうだったらいいな！！」
を教えてください。

新世紀公園クリーンウォーク新世紀公園クリーンウォーク新世紀公園クリーンウォーク新世紀公園クリーンウォーク新世紀公園クリーンウォーク



三本木中学校へ寄付
大崎商工会女性部三本木支部

防　災　訓　練
南谷地行政区・坂本行政区

福島県白河市中心部から南に10キロにある白河関跡



人　口 ７，５０１人（－１３）
　男　 ３，７６３人
　女　 ３，７４８人
世帯数 ２，７４８戸（－　３）
　　 （　）は前月との比較

令和４年９月１日現在

休日や夜間に受診可能な休日当番医・歯科医及び夜間急患センター等の情報はこちらから確認ください。
　　◆電話 ： 宮城県休日当番医情報（大崎医療圏）　☎０２２９－２４－２２６７（音声案内）
　　◆携帯電話・スマートフォン ： 大崎市ホームページ（右のQRコードからアクセスできます。）

　国道沿いの清掃や植栽に長年取り
組んでいる団体として三本木まちづ
くり協議会コミュニティ部会が国土
交通省から東北地方整備局長表彰を
受けました。
　コミュニティ部会は旧三本木町の
花スイセンで盛り上げようと２００
８年から国道４号線沿いの花壇にス
イセンなど季節に応じて植栽してい
ます。

まち協コミュニティ部会が道路愛護活動の表彰を受けました

１０月７日（金）／１０月２１日（金）
13：40～14：25　 三本木支所駐車場
14：50～15：40　 南谷地集会所　
※悪天候などより中止・変更する場合あります。

【行政相談】今月は行政相談週間です
  　１０月　５日（水）9時～12時
【人権相談】毎月第３月曜日
  　１０月１７日（月）９時～12時
◆相談料　無　料　　◆会場　総合支所相談室

　８月１３日、１４日の２日間、第６３回三本木野球
大会が開催され、９チームが参加しました。
　決勝は上伊場野チームと門梨チームとなり、４対３
で上伊場野チームが７年ぶりに優勝をかざりました。

●最高殊勲選手賞
　小高裕太 (上伊場野)
●優秀選手賞
　福田翔太 (上伊場野)
●敢闘選手賞
　小林　怜 (門梨)

　就業構造基本調査は、雇用
者の就業状況、就業状況など
について統計法に基づき５年
ごとに実施する国の重要な統
計調査です。

◆基準日　令和４年１０月１日
◆対　象　三本木北町・斉田地域から１５世帯
※調査対象となった世帯へは
　９月下旬に調査員が調査票をお持ちします。

日（金）
場

相談室

表彰を受けた稲村和男部会長（中央）と
佐々木俊一事務局長（右２人目）

コミュニティ部会が植栽している国道
４号線沿いの花壇（YKKAP前）

▲優勝した上伊場野チーム


